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Fig. 1. Paraprays anisocentra (Meyrick, 1922), 3. 


Paraprays anisocentra (Meyrick) の 我国 に お ける 最初 の 記載 は 佐々 木 忠次 郎 (1901) に よっ て な され , その 
SF OAR BR CH) に 学名 “9?” と し て ネム ノ キ ハ マキ ムシ テウ の 和 名 で も っ て 成 是 , 幼虫, ROM 
生活 史 が 簡潔 に 記さ れ て いる . 次 いで , 長野 菊次郎 (1917) は 昆虫 世界 第 21 巻 に “ 邦 産 ス ガ ( 巣 峨 ) 属 Yponomeuta 








1) RRMOBMOKDICRIL Cis, 従来 より 色々 の 意見 が ある が , JARO Yponomeutidae は 最近 FRIESE 
(1960) に より Yponomeutidae, Plutellidae, Argyresthiidae に 3 分 され た . 然し 多く の 属 , WIA 

北 区 系 以外 の も の を 検討 する と , 彼 の 科 の 決定 は 未だ 不 充分 な も の で ある . BIR OB ICHMT SEBO BMH 
は 別 の 機会 に 詳し く 諭 し る 予定 で あり , ここ に 取り 扱う 種 の 属 Paraprays は ここ で は 仮に Plutellidae に 
入れ た の で あっ て , その 若干 の 近 縁 属 と 共に 交尾 器 の 形態 等 か ら 考 察し て 1 つの 科 を 必要 と する と 考え られ 
る . 何 本 種 の 和 名 は 幼虫 の 習性 より 長野 (1917) の 与え た も の を その まま 使用 し た . 

2) BOSE (VID) Studies on the Yponomeutoidea (VII) 

3) 堺 市 大 仙 町 大 阪 府立 大 学 昆虫 学 教室 Entomological Lab., Univ. Osaka Prefecture, Sakai. 
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に 就き て の 予報 ” BER, その 中 に o Sp. と し ネム ノ キ ス ガ な る 和 名 の 下 に 本 種 を 記し た . 更に 松 
村松 年 (1931) に より 日 本 昆虫 大 図鑑 に Hyponomeuta usuguronis Marsumura ies 名 ( 和 名 ウス グロ スガ ) 
で 記載 され の L" と ある . 筆者 は 北海 道 大 学 昆虫 学 教室 の 久 万 田 敏 夫 代 
の 好意 に より , 近畿 地方 に 極め て 普通 な ネム ノ キ の 上 巣 賊 を 松村 の usuguronis の type-specimen と 比較 し て い 
た だ き , 同一 種 で ある こと と を 確認 する こと が 出来 , その 結果 佐々 木 , 長野 , 松村 の 記載 竹 が 同一 な る を 確信 する 
に 至っ た . 1960 年 , 日 本 昆虫 学会 第 20 回 大 会 に お いて 筆者 は usuguronis に つい て 発表 し , その 際 新 属 を 必要 
する 覧 講演 し た . 然し その 後 の 検討 及び Dr. G. Friese (Deutsches Ent. Inst., Berlin) の 助け より 
usuguronis は Homadaula anisocentra Meyrick の synonym で ある と と, 及び Paraprays Reser, 1910 
(Monotypy: punctigera Reser, 1910) に 所 属す る こと が 判明 し た (この こと は Friese (1962) に より 発表 さ 
れ た ) OC, ここ に 明記 し て 訂正 する . 以下 本 種 の 再 記載 と 共に 未知 の 交尾 准 を 記し , その 幼生 期 に つい て 記 
載 し た い ・ 

本 文 を 記す に あたり , 日頃 御 指導 を いた だ く 伊 藤 修 四郎 教授 に 深謝 の 意 を 表す る . 又 本 種 同定 に 際 し 御 助力 を 
賜 わ っ た 上 記入 万 田 敏 夫 氏 , 同定 に 関し て の 有益 な 了 助 言 を 与え られ た Dr.G. Friese に 厚く 敬意 を 表す る 

























Paraprays anisocentra (MEYRICK, 1922) ネム ノ キ ス が ガ 

*Nemunoki-hamakimusi-tyÓ' Sasax1, 1901, Manual of Japanese Tree Insects (日 本 樹木 害虫 系), 3 
113, fig. 214 (adult, pupa, larva, biol.). 

Yponomeuta sp. Nacano, 1917, The Insect World (EBH), 21:315 (key, hosts). 

Homadaula anisocentra Meyrick, 1922, Ent. Mitteil., 2 : 47. 

Hyponomeuta usuguronis Matsumura, 1931, 6000 Il. Ins. Japan (日 本 昆虫 大 図鑑 ) : 1098, no. 2275. 

Homadaula anisocentra, Meyrick, 1935, in Caranza and Mryrick, Materialien zu einer Microlepido- 
pteren Fauna der Chinesischen Provinzen Kiangsu, Chekiang und Hunan: 89 (record). 

Yponomeuta usuguronis, Inoue, 1954, Check List Lep. Japan, 1:38, no. 137 (distr. ). 

Paraprays anisocentra, Friese, 1962, Beitr. Ent., 12:302 (syn.). 

POE S o BUS DM E RR REL IO. 

開 張 11 一 15mm. 鉛 色 を 帯び た 灰色 . mix. R』 は 外縁 に 終る が 頂 に 近く , Cus. は 中 室 下 角 近 く か ら 
H, 1A 十 2A の 共 駐 は 長い . (eda x ga cdi. Ma 及び Cua は Y 状 . 

ATM Yponomeuta の 種 に 似 て , 小黒 点 を 散在 する が , Yponomeuta で は 丈 脈 上 に ある の に 比 し て , AMT 
室 中 に 黒点 を 配列 する . 約 50 個 の 黒点 は 以下 の 如く で ある ( fig. 1 参照 ). 外縁 に 沿っ た 1 列 を 除き 縦 に 122 列 
即ち 第 LF) (前 縁 と Sc RE) は 6 個 時 に 5 又は 7 個 , 第 2 列 (Sc と R+R: 間 ) は 7 個 時 に 基部 の 1 個 が 消失 , 
第 3 列 (Ry と Rs 間 ) は 3 又は 4 個 時 に は 全く 消失 , 第 4 列 (Re と R AD は 3-5 個 , 第 5 列 (Ra と Re H) 
は 2 個 時 に 全く 消失 , 第 6 列 CR; と My ED は 2 個 , 第 7 列 (Mi & Me ED は 1-3 個 , 第 8 列 CM; と M; 
ED は 1-2 個 , 第 9 列 (Cu, の 上 側 及び M。 と Cura HD vx 8 (AIRC HOD IAA, 第 10 列 d は 3 
個 時 に は 4 個 , 第 11 列 (SEO FB) ix 3 個 時 に は 4 個 , 内 縁 に 沿う 第 12 列 は 4 個 時 に は 全く 消失 , SUCAMERNCIA 
っ た 1 列 (Ra から 内 緑 問 の 各 麹 室 上 ) は 9 個 時 に は 内 纏 上 側 の 1 個 は 消失 する . HKA E, arin 
[a] Ef n s o TF IBID BB (CRI OB AME ATS. 

腹部 背 板 の spine は 認め られ な い . 

雄 交 尾 器 : 非常 に 複雑 で あり , figs. 2-5 を 基 に し て 記載 する 

Tuba analis は 小さ く 膜 状 ) その 基部 の 骨格 化し た gnathos は 小さ く , 左側 の 方 が 大 . Tegumen (10 節 の 
tergite) の 未 端 中 央 部 は 円 味 を 帯び て 少し 突出 . 1 対 の soci は 互 に よく 似る が symmetrical で は な い : 大 
: L, 先端 は 突出 する .- unes 極端 に 大 きく 幅広 , 625s47ucSg, よく 骨格 化し , 後方 に 細 ま り , 先端 近 

に 斜 後方 に 向う 1 指 状 突起 を 有する : 細 ま っ た 前 端 部 は 端 に 小 SENS を 持つ . Valva は symmetrical, ` 
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Figs. 2-5. Male genitalia. (2) Ventral aspect. (3) Right side. (4) Dorsal aspect. 
(5) Aedeagus. 

Fig. 6. Female genitalia, ventral aspect. 

Fig. 7. Wing, 3. 
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末端 部 は 細く ほぼ 平行 その 尊 面 は 毛 を 密生 し , 先端 は 半 円 状 : cok k 0 AORTIC — TL 
その 内 面 は 毛 を 密生 する ; valva 基部 背面 に は 先端 に 数 本 の 小 毛 を 持つ 指 状 の 小 突起 を 有する 基部 に 左右 の 
valva を 結ぶ transtilla 様 の 狭い 骨格 化し た 帯 が 存在 する . 9 節 の tergite (tegumen の 一 部 は 著 る し く 発 
達 , 10 節 の tergite (tegumen の 一 部 ) X eee < 在 る : 後 線 両 端 は 1 対 の 突起 を 作出 。 その 間 は 丸く 陥 入 
する 後部 約 1/3 の 腹面 側 方 に は 毛 叢 が 存在 する ; 前 方 に 在 る 側 方 に 向っ て 長く 伸び た 1 対 の 拡張 部 を 除き 。 
symmetrical で ある . 9 節 の sternite (vinculum) は 左右 に 分 れ 僅 か に 右 の も の が 大 : xvi ic Mth 
た 細い 骨格 化し た 帯 で 結ば れる . Aedeagus は 極め て 小 , 少し くね じ れ 強く 角 曲 し , 先端 部 は 極め て 細い : 
cornutus を 欠く . Coremata は 未 発達 . 

雌 変 尾 器 : Papilla analis は 円 雛形 . Postapophysis は 極め て 長く , antapophysis の 約 2 倍 に 達する . 7- 
8 術 の 環 節 間 膜 の 腹面 は 多く の 微小 突起 を 有する . Antrum は 骨格 化 , 強く 腹 方 に 考 曲 , 後部 は 極端 に 細い 
(fig. 6 の 図 は 右側 方 より の 有 様 で ある ): ductus bursae は 非常 に 細く 膜 状 . Corpus bursae (XXE 4446 
円 形 。 それ より 小さ 円 形 の 薄膜 の 附属 開 が 在り , 両者 は 短い 管 で 結合 され る . 1 対 の signa BRAE, DL 
凹み , 多く の 微 歯 状 突起 より 成る . Ductus seminalis は 2 つの bursae 間 の 管 よ り 出る 

分 布 AAS CARI, AUN), 中 国 (湖南 ). 






































i D 記 載 





体長 5.5-6.5 mm, 時 に 7mm に 達する . 幅 は その 約 1/4. ike KV CIRM. 羽化 前 に は 黒 
itv. 

頭 部 先端 (前 頭頂 部 ) の 中 央 は 少し 突出 する . 頭頂 は 極め て 狭い . 眼 部 は 正常 (figs. 23, 24 の 破線 は 成虫 
の 複眼 を 示す ). Epicranial suture は 明らか . eee, suture は 僅か に 認め 得る . Pilifer 4 ONR 
は 存在 . 小 肝 は 大 きく , 前 胸 脚 先端 と 中 胸 脚 先端 間 の 1/4 に 伸び る . 下 唇 狼 は 小腸 の 約 1/3 に 達する . 触角 は 
中 胸 脚 先端 を 僅か に 超え る か 乃 企 等 長 . 前 赴 は 第 4 腹 節 上 に 達し dre ae 2/3 cami ic 453v 5 
後 胸 脚 は 前 麹 先端 を 超え て 僅か 認め られ る . spo WEAK O SPAT AIT EAB ETE Ly 腹部 気 門 は 円 形 に 近く 
p c2 un c uc T c 
docere mca cu 
様 な 歯 状 の 突起 列 : 第 4-6 節 は 3 列 , 背面 の み に 前 縁 近 くに 後向き の 刺 毛 状 突起 列 と 1/2 X 0180987; ORT 

突起 列 , 後 縁 近く に 一 周 する 前 向き の 東毛 状 突 hcm d 前 部 の 後向き の 刺 毛 状 列 は 側 
部 で 途切れ る (腹面 に 約 10 本 ) ; 第 8 03358 7 節 の と 同様 の 最前 部 の 1 列 (腹面 に は 約 20 本 ) の み で ある . 第 10 
腹 節 の 腹面 に は 1 対 の 東毛 状 突 起 を 有する . Cremaster は 認め られ な い . 

ARTE OM OD the KS SLE 3 - 8 腹 節 上 の 突起 列 の 存在 で ある . 
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成 Rh Xp m の 記 載り 


体長 11 mm に 達する . 頭 幅 0.8 mm 内外. 頭 部 褐色 , 図示 (figs.8,9) の 如き 黒褐色 の 斑紋 を 有 し , 単眼 内 域 
は 黒色 . 胴 部 (figs. 17-20) は 濃 灰 褐色 , 腹面 は 灰 褐色 , 黄 緑色 乃至 灰 緑色 の 背 線 , 気 門 上 線 , 気 門下 線 を 有 
Ly MERMILE > 前 胸痛 桶 Cig. 17) は 図示 の 如く 一 部 を 除き 黒色 : 胸 脚 は 黒褐色 , 爪 は 褐色 : BRL E 
に 近い : 各 気 門 の peritreme は 黒褐色 . 

HAA ROS IC o CHL RES . 頭 部 (figs. 8, 9) の 幅 は 長 さよ り 少 し 大 ; 副 前 頭 の 頂点 は ほぼ 
vertical triangle に 達し , 前 頭 寺 後頭 柄 部 front 十 postclypeus) の 高 さ は 幅 よ り 少 し 大 , vertical triangle 
AD} NL i fas: Cfrontoclypeal suture) は 明瞭 , 単眼 の 位置 は fig. 9 に 示す 如く で , HI, 
IV,V は 相 接 触 す る . TS (fig. 10), 小腸 先端 部 (ig. 11), 触角 (fig. 12) は 図示 の 如く で ある . A 



































4) 刺 所 の 名 称 は Hinton (1946, Trans. R. ent. Soc. Lond., 97 : 1-37) の 命名 法 に 
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Figs. 8-15. Mature larva, head. (8) Dorsal aspect. 
ventral aspect. à) Right maxilla, ventral aspect. 
(I3 Left mandible, ventral aspect. (A Labrum, ventral aspect. 





(9) Lateral aspect. (i) Prementum, 


4) Right antenna, ventral aspect. 
(9 Labrum, inner aspect. 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


(57) 蝶 と Dj: ( Vol. XIV 





(fig. 13) は 6 歯 状 突起 を 有する . LEVE figs. 14, 15 に 示す が , 内 面 に 中 央 に 向う 1 対 の 骨格 化し た 顕著 な 
突起 を 有する . 前 胸 背 橘 は 極め て 大 . 硬 皮 板 は 小さ く , 平ら か . 気 門 は 円 形 に 近く , その 大 き さ の 比 は 前 胸 : 第 
7 腹 節 : 第 8 腹 節 呈 2.3 : 2 : 3. 前 胸 節 の V1 刺 毛 の 硬 皮 板 は 基 節 と 少し 離れ , 中 ・ 後 胸 節 で は それ ら は 極 く 僅 
か に 離れ る . 胸 脚 の 小 の 箸 曲 度 は 弱く , 唄 節 の 4 本 の 刺 毛 は 略 等 長 で 爪 より 著しく 短い (fig. 16). 第 10 腹 節 の 
Rigid fig. 20 に 示す 如く 小さ い . 腹 脚 Cig. 21) の 釣 爪 は triordinal, 完全 環状 , 35 本 内 外 で 中 央 に 環状 の 
骨格 片 が 存在 する : 尾 脚 Cig. 22) の 釣 爪 も triordinal, ERK, 30 本 内 外 , 中 央 に は 骨格 片 が 認め られ る . 
EXER. 

Chaetotaxy : 頭 部 は figs. 8, 9 に 示す 如く で , Tie fg (fig. 17), 第 1 腹 節 (fig. 18), 第 6-9 腹 節 
(fig. 19), BIRRO (fig. 20) は 図示 の 如く で ある が , 前 胸 の 工 刺 毛 は 背 桶 内 に 在り , 第 2 腹 節 の SV 
刺 毛 は 3 刺 状 , 第 9 腹 節 の それ は 1 又は 2 刺 状 で ある . 
上 唇 内 面 の 1 対 の 骨格 化し た 突起 の 存在 , 前 胸 L group 刺 毛 が 背 桶 内 に 在 る こと , 腹 脚 , 尾 脚 中 央 の 骨格 上 
の 存在 及び 第 10 腹 術 の 啓 板 の 小さ いこ と は 本 種 幼 虫 の 大 き な 特 色 で ある . 











経過 ・ 習 性 





既 記 の 如く , 寄主 植物 は ネム ノ キ で ある が , 長野 (1917) に よる と “クララ を も 食 ふ こと と を 実験 し た ” と ある . 
長野 も 述べ て いる 様 に 同じ 登 科 の 植物 で あり , 実験 的 に は その 可能 性 は 当然 考え られ る こと で ある . X, 長野 は 
“ベン ケイ サウ に 加害 する 1 種 が ある 多分 ネム ノ キ ス が ガ と 同一 で あろ うと 思う ぅ が 之 を 決定 する に 何 十 分 の 研究 を 
要する ” と 記し て いる が , これ は Yponomeuta vigintipunctatus (Rerzius, 1783)5) で ある こと こと は 疑い な い . 

近畿 地方 で は 年 2 回 の 発生 . 幼虫 は 集団 し て ネム ノ キ の 枝葉 に 糸 を 張り 回 し , 為 に その 被害 は 極め て 人 目 を ひ 
く ・ BUC RORA CH bi, AOI ICMR CME ES. 越冬 は 疲 で 行わ れ , 幼虫 の 張り 回 し た 糸 の 為 普通 
地上 に 落ち な い . 第 1 回目 の 成虫 の 出現 に は 非常 に ずれ が あり , 飼育 デー ター で は 早い も の で 27 V 1958 羽化 , 
お そい も の で 8 VIL 1957 羽化 の 例 が あり , 通常 6 月 中 に 出現 . 第 1 世代 の 幼虫 は 6 月 中 項 か ら 8 月 に か け て 加 
害 を な し , WERE HH. 第 2 回 目 の 成虫 は 8 月 中 項 よ り 9 月 中 に 出現 する . 第 2 世代 の 幼虫 は 8 月 末 よ り 認 
め ら れ , DAP PboAe < & 10H PICTURE LL, CIRC 1 ヶ月 の 幅 が 見 られ る . 産卵 場所 は 未確認 
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Summary 


In this paper the descriptions of the adult, pupa and larva of Paraprays anisocentra (Meyrick) (= 
Hyponomeuta usuguronis Matsumura) are given, and the important characters are figured in detail. 

Pupa (figs. 23-25): Length 5.5-7 mm, width about 1/4 length. Dark brown. Abdomen with 
distinct spines as illustrated. 

Mature larva (figs. 8-22): Length 11 mm (longest). Average width of head 0.8mm. Head brown 
with black-brown markings, eye-spot black. Body dark grey-brown, venter paler, with yellow-green 
to grey-green dorsal, supraspiracular and subspiracular lines; pinacula black; prothoracic shield 
black; thoracic legs black-brown, with brown claws; peritreme of spiracles black-brown; anal plate 
nearly black. 

Ecological notes: Bivoltine. Larva gregarious, in a dense common web on leaves of Albizzia 
Julibrissin DORAzzrNrr (Leguminosae). Pupa in a dense white cocoon within the larval web. Hiber- 
nating in pupa. Adults emerge from late in May to early in July and from the middle of August 


to September. Larvae in mid June-during August and late August-mid October. 





5) 欧州 か ら ウ スリ ー, 北 中 国 に 広く 分 布 す る 本 種 は 我国 か ら は 北海 道 , 本 州 , 四国 より ベン ケイ ソウ 上 の 幼 
下 共 に 見 出し て いる . 一 見 anzsocentra に 似る . 
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Figs. 16-22. Mature larva. (6 Claw and tarsal setae of prothoracic leg, lateral aspect. 
(? Pro- and mesothorax. (Q9 First abdominal segment. 49 Sixth to ninth abdominal segments. 


Q9) Tenth abdominal segment, dorsal aspect, 61 Crochets on third abdominal, left, ventral 


proleg. 02 Crochets on right anal proleg. 
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9 Dorsal aspect. 


64 Lateral aspect. 


Figs. 23-25. Pupa, 8. 23 Ventral aspect. 





Studies on the Yponomeutoidea (V). Record of Saridoscelis 


issikii MORIUTI (Yponomeutidae) from Formosa 


By Siceru MoriurTi 


Saridoscelis issikii Moriuti (1961) was described from Japan. Through the courtesy of Prof. S. 
Isstx1, I was able to examine a male specimen of this species taken at Taihoku (- Taipei), 
Formosa (22 XI 1933, S. Issikr). This is in a little defective condition, and is slightly larger than 


the Japanese issikii: wing expanse 13 mm instead of 11-12 mm; the genitalia of the two, however, 


are identical in all details. 
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